
 

 

 

 

 

 

人間の身体は、平常時は体温が上がっても汗や皮膚温

度が上昇することで体温が外へ逃げる仕組みとなって

おり、体温調節が自然と行われます。 

しかし、体温の上昇と調整機能のバランスが崩れると、

どんどん身体に熱が溜まってしまいます。この状態が熱

中症です。熱中症を引き起こす条件は、「環境」、「か

らだ」、「行動」によるものが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問看護ステーションなるざリハビリサービス 

〒910-4103 あわら市二面２丁目 302番地 

TEL：0776-77-2282 

ホームページ：www.naruza.jp/ 

なるざ 健康新聞 
NO.104 令和元年 8 月  

暑い日が続いていますね。こんな時に気を付けたい

のが熱中症です。熱中症は子どもから高齢者までどの

世代の方も、また室内でも起こりうる、とても危険な

症状です。今回は熱中症の要因、予防法、対処法につ

いて厚生労働省の情報を基にお伝えします。 

その３ 行動 

その１ 環境 

その２ からだ 



テレビなどで気温などの情報をこまめに確認するとともに、以下のことに注意しましょう。 

室内では・・・ 

・扇風機やエアコンで温度を調節 

・遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用 

・室温をこまめに確認 

外出時には・・・ 

・日傘や帽子の着用 

・日陰の利用、こまめな休憩 

・天気のよい日は、日中の外出をできるだけ控える 

からだの蓄熱を避けるために・・・ 

・通気性のよい、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する 

・保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす 

 

 

 もし、まわりの方が熱中症になってしまったら、落ち着いて状況を確かめて対処しましょう。チェック表通

りに確認していってください。最初の措置が肝心です。 


